　　　　　　第２回介護部会F-①ブロック会議報告書
開催場所　　四季の森
開催日時　　平成26年９月3日（水）14:00~16:00
参加人数　　6施設　10名　
議事内容　　自己紹介
　　　　　　施設見学
　　　　　　議題「排泄の取り組みについて」
　　　　　　　　　各施設の取り組み、現状など意見交換行う。
A施設：排泄委員会はあったがパット類の発注のみであったが、5年前より本格的
　　　　　に動き出す、委員会だよりの発行、綿パンツへ移行の取り組み、コストダウンの取り組み、業者の変更をしながら　無駄使いの防止のための一人一人に合ったパット、交換時間の検討に取り組んでいる。　　睡眠時間を大切にしながらスキントラブルも考えるのが難しい、職員の意識の向上の為の勉強会の開催も行っている。　　（ユニチャーム、光洋のパット使用）　
B施設：転倒によりADLが低下し、全介助になった入居者でも、立位保持が可能であれば、リハビリ指導のもとトイレ誘導を行い、残存機能の維持に努めている。　　トイレ誘導やパット交換は定時で行わず、その人の排泄パターンに合わせて行っている。　　排泄パターン把握の為に入所日から一週間、どの時間帯に尿量が多いか等を把握するため尿測を行っている。
　　　　　パットの大きさを決め、尿量に合わせて変化が有ればその都度見直しをしている。　　リハビリパンツのみの使用の方は一日一回交換し、清潔保持に努めている。　　褥瘡、発赤のある方は一日一回石鹸を使用して洗浄
　　　　　を行っている。
　　　　　臀部の褥瘡予防の為に、一日一回排泄介助時に陰洗を行い清潔保持に努めている。　　　（ネピアのパットを使用）
C施設：委員会として特化していない。　　利用者99名中　綿パン32名　リハパン+パット45名　オムツ＋パット1名　
　　　　　現在使用パット吸収量250・450の2種類を使用。　　今後600の吸収量のパット使用検討中。　　パット交換　日中8時～0時：4回、夜間0時～8時：4回。　（ユニチャーム、リブディーのパット使用）
D施設：現在の問題点は、コストダウンと個別排泄の徹底。　　現在はリハパンから綿パンに移行するように努めている。　　グループケアーの為、他のグループの排泄時間やパットがわからない為、排泄表に記入している。　
　　　　　パットは4～5種類使用。　　褥瘡のある方、オムツの方には陰洗を行っている。　　（エリエールのパットを使用）
E施設：オムツ交換の手順がバラバラであったが、ノロウイルスの感染対応の手順とオムツ交換の手順をリンクして行うようになった。　　
　　　　　入職者にはプリセプター制度を導入し、パットの当て方、サイズの選定などオムツメーカーの勉強会で学んだものを伝達している。
　　　　　排泄の見直しを行い、居室担当者がオムツ係に伝えてパットを選定する。
　　　　　3ヶ月に1回全体的に、排泄の見直しを実施。　定時の排泄は1日6回。
　　　　在宅復帰に向けて排泄に対する意識の変化が見られる。　　　　　　　　　（ユニチャーム、のパットを使用）
F施設：1日6回の定時排泄　夜間23時、尿量の多い人は2時・4時半の交換。　　パットの種類は4種類使用。　横漏れ防止のために横パットを入れていたが、蒸れることもあり中止する。　陰茎の短い人は横漏れになりやすい為パットをずらして装着するなど工夫している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（リブディーのパットを使用）
意見交換：便困者に対しての取り組み、積極的に行われていない。
　朝一番に冷水を飲む取り組みもされたが継続されていない。
　　　　　尿量の多い方、褥瘡のある方にはジャバラ等にて各施設工夫している。
　　　　　オムツメーカーに依頼しオムツの当て方などの勉強会が技術の向上に繋がっている。
第3回ブロック会議：平成26年12月5日（水）14時～けいあいの郷・今宿
議題：感染について　（進行、書記：けいあいの郷・今宿職員にて）
:
　　　　　　
　
　　　　　　
